




























行ったdouble echo steady state 法（DESS）６，７）は，fast 
imaging with steady state precession（FISP） と time 
reversed FISP（PSIF）の二つのエコーを取り込むシー






シーケンスである sampling perfection with application 
optimized contrasts using diﬀerent ﬂip angle evolution






　DESS 法はコヒーレント型Gradient Recalled Echo
（GRE）シーケンスの一種である。短い repetition time
（TR）で励起を繰り返すと縦磁化と横磁化が定常状態
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（Steady State Free Precession：SSFP）となり，TR内
での縦磁化の回復および横磁化の減衰がなくなり一定の
信号を出す。また，繰り返しRF pulse が印加されるこ
とによりFISP 信号と PSIF 信号取得が可能となる。
DESS 法は，SSFP 状態を利用したものでありFISP 信
号と PSIF 信号を後処理にて位相を揃えて合成し作成し
たものである。FISP 信号と PSIF 信号を同時に位相ず





1 ‒ 1 ‒ 2．True FISP 法





次のRFパルスの前に位相 encoding gradient の極性を
反転させたものを付加する。それにより，横磁化成分の
位相を再度揃え維持する。位相 encoding gradient の極
性を反転したものをリワインダーと呼び，このリワイン
ダーを三軸すべてに印加したコヒーレント型GREシー





1 - 1 - 3．SPACE法



















1 ‒ 3．最適 Flip Angle（FA）の検討
　GRE法は，設定Flip Angle（FA）によりコントラス
トが変化する。そのため初期検討としてFA可変による
contrast noise to ratio （CNR）の評価を行った。
　DESS 法は FAを10°ごとに90°まで，True FISP 法は
FAを５°ごとに30°まで変更し撮像を行った。
　画像の評価は，神経根（L5root），骨（L5），筋肉











果を用い，DESS 法，True FISP 法，SPACE法において，













DESS True FISP SPACE
Repetition time（ms） 8.87 4.52 1700
Echo time（ms） 3.42 2.26 180





acquisition time 2 min 9 sec 1 min 35 sec 5 min 16 sec
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高い事が確認できた。本法を腰椎３D coronal scan に用
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